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（２）地域協働型交通の実施計画（案）について 

 

（地域協働型交通導入ガイドラインより） 

 

 

 

■地域協働型交通導入検討の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.導入検討の開始 

（１）既存交通活用での対応可否について（市に相談） 

（２）交通空白地域に該当するのかを確認 

（３）地域組織の形成(最低５人、代表者は導入対象地区の自治会員、または自治会の推薦) 

２.運行計画の検討 

（１）運行計画（案）策定（「基準運行サービス」、運行可能な道路の確認） 

（２）交通空白地域における地域住民の意向把握 

（３）市に「地域協働型交通導入検討申請書」を提出 

（４）地域公共交通会議に提案 

３.需要調査の実施 

（１）需要調査と希望区域内の住民の意向把握（市のアンケート調査） 

（２）概算事業費の算定（事業者から参考見積もりの提示を受ける） 

（３）運行継続条件への適合を検証 

 

４.実施計画の検討 

（１）実施計画（案）の策定 

（２）停留所設置に対する住民の合意形成 

（３）地域公共交通会議での合意（実施計画内容及び実証運行実施）と市の意思決定 

地域組織が形成されているか 

希望経路沿線自治会の合意があるか 

地域公共交通会議の合意があるか 

※地域の皆様には赤字で書かれた項目を行っていただきます。 

アンケート回収率が 40％以上か 

運行継続条件を満たしているか 

５.実証運行開始準備 

（１）運行事業者の選定、（２）交通安全の確認（警視庁）、（３）事業許可申請 

（４）実証運行開始の周知、（５）停留所の設置 

６.実証運行開始 

（１）利用促進活動の実施 

（２）運行に対する協力 

（３）利用実態調査への協力 

（４）運行実績の確認 

（５）運行継続の判断 

地域公共交通会議での合意、市の意思

決定が得られたか 

事業許可が得られたか 

沿線住民への周知は十分に行われているか 

本格運行開始 

運行・利用促進に協力をしているか 

運行継続条件基準を満たしているか 

今回

済

済

済

資料３ 
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地域協働型交通実施計画（案）（様式２） 

 

 

令和６年１０月２日 

 

日野市長 あて 

地域協働型交通実施計画（案） 

 

次のとおり、地域協働型交通実施計画（案）を提出します。 

地域名 

（団体名） 

立 66廃止地域に地域協働型交通導入

を進める会 
代表者氏名 川島 勇 

運行形態 定時定路線型      区域運行型       ※どちらかに○ 

運行経路 

起点名称  終点名称  

主要 

経由地名称 
 運行距離        km 

※運行経路図を別添すること（様式自由） 

※区域運行の場合は運行区域図を別添すること（様式自由） 

※運行経路図（または運行区域図）には停留所設置箇所を明示すること 

 なお、運行区域外に停留所を設置する場合はその位置も明示すること 

運行日 

 ○月   ○火   ○水   ○木   ○金   土  日  ※運行する日に○ 

 祝  日： 運行する   運行しない     ※どちらかに○ 

 年末年始： 運行する   運行しない     ※どちらかに○ 

運行ダイヤ ※運行時刻表を別添すること（様式自由） 

運賃 

大人 300円、小学生・障害者・介護者 200円、障害者（小学生）100円 

未就学児無料 

※対距離運賃の場合は三角表を別添すること 

車両 バス車両       小型車両         ※どちらかに○ 

その他 

特記事項 

【運行区域】 

栄町一丁目の一部、新町一丁目の一部、大坂上一丁目の一部、日野本町四丁目の

一部、日野本町五～七丁目、大字日野の一部、大字石田、万願寺一丁目の一部、

万願寺二丁目の一部 

【運行期間】 

令和 7年 1月 15日～令和 9年 1月 14日 

【使用車両】 

小型車両（シエンタ） 定員 4名 
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“のるーと”について 

ネクスト・モビリティ株式会社が提供する、スマートフォンアプリを活用した新しい乗合公

共交通サービス。（ＡＩ活用型オンデマンド交通） 

 以下、同社ホームページより抜粋。 

ネクスト・モビリティ株式会社           

“暮らしの移動を、いつまでも、もっと便利に” 

本社 福岡市博多区博多駅前 2丁目 12番 12号第五グリーンビル 3階 

設立年月日 2019年 3月 8日 

株主 
西日本鉄道株式会社/三菱商事株式会社 

（西日本鉄道のバスオペレーション力と三菱商事のスケール力） 

事業内容 

１.運行事業 

２.サービス提供

事業 

1．ＡＩ活用型オンデマンドバス・サービスの運行事業(福岡市東区アイ 

ランドシティ地区にて運行中) 

2．全国の地域・事業者向けのオンデマンドバス・サービスのソリューシ 

ョン(課題解決)提供型事業(オペレーションの仕組みの提供、顧客 

の運行体制構築の支援、車両の提供など) 

ＡＩ活用型 

オンデマンド

交通とは？ 

決まったダイヤやルートはありません。 

お客様のリクエストに応じ、人工知能(ＡＩ)を活用してリアルタイムで適

宜ルートを変えながら運行するサービスです。 

その為、お客様の需要が広い範囲で分散するエリアにおいても、お客

様に対する利便性と、運行の効率性の両立が狙える切り札として期

待が高まっています。 

専用アプリ 

のアイコン 

(アプリストアで

“のるーと”と検

索・無料) 

 

※日野市北東地域デマンド交通(実証)は電話予約 

にも対応しています。 

あわせて、日野市公式ＬＩＮＥからも予約ができる 

ように進めています。 
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乗降ポイントの設置場所と設置イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


